
  

１６  監査 ２０１０ 

平成２１年の監査結果 

５ 決算審査 

知事からの審査依頼に基づき、決算の数値が正しいか、予算の執行が適正で

効率的に行われているかなどを審査しました。 

１ 各会計歳入歳出決算審査 

平成２０年度各会計歳入歳出決算審査（一般会計及び１７の特別会計）につ

いては、歳入歳出決算の計数は誤りのないことが認められましたが、会計処理

の一部について、是正・改善を要する事項が認められたほか、「財産に関する調

書」の一部に建物（約７，５００万㎡）の 

登載漏れや債権（２億１，９４６万余円） 

の計上漏れなどが認められました。 

また、決算全体については、以下の 

３件の意見を付しました。 

① 財政状況について、持続した発展が可能な財政基盤の構築に努めるよう求め

ました。 

② 財産管理について、土地、建物等の過大登載、登載漏れなどが見られたため、

財務諸表を活用し、事務の適正な執行に努めるよう求めました。 

③ 資金運用について、安全性と流動性を確保した上で、より効率性を重視した

資金運用を行うよう求めました。 

● 財産の登録状況 

財産種別 登載状況 局数 件数等 

土 地 
過大登載 

登載漏れ 

１局 

２局 

３０７．６０ ㎡

３，４８７．２２ ㎡

建 物 
過大登載 

登載漏れ 

２局 

２局 

６，６０４．３０ ㎡

７，４９５．５６ ㎡

物 品 
過大登載 

登載漏れ 

３局 

１局 

２２ 点

１３ 点

債 権 
過大計上 

計上漏れ 

１局 

３局 

８０，９５７，６９４ 円

２１９，４６７，８８３ 円

決算書（左）と決算附属書類（右）



 

 

監査 ２０１０ １７

平成２１年の監査結果 

２ 公営企業各会計決算審査 

平成２０年度公営企業各会計決算審査（１１会計）については、会計処理の誤

り３件を除き、各会計の経営成績及び財政状態を適正に表示していると認められ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 
健全化判断比率審査 

資金不足比率審査 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、健全化判断比率及び

資金不足比率について審査しました。 

【審査の結果】 

１ 東京都健全化判断比率（平成２０年度）審査 

東京都の健全化判断比率について検証した結果、算定に誤りのないことが

認められました。 

２ 東京都資金不足比率（平成２０年度）審査 

  東京都の資金不足比率の対象となる東京都の１３会計について、資金不足比

率を検証した結果、算定に誤りのないことが認められました。 

主な会計処理の誤り 

○ 駒込病院において、固定資産台帳と現品を照合したところ、現品が存

在しないものが認められたため、有形固定資産の価額（帳簿価額）が

過大計上されていました。              （病院会計）

○ 交通事業会計及び高速電車事業会計で負担すべき都電荒川線、日暮

里・舎人ライナー及び都営地下鉄４線の警備委託の経費を高速電車事

業会計のみで負担していました。 

                 （交通事業会計、高速電車事業会計） 


